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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 4 月 1 7 日 ( 2 0 2 5 . 4 . 1 7 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 3 / 0 0 3 1 3 8
【 公 表 番 号 】 特 表 2 0 2 4 - 5 2 6 6 1 2 ( P 2 0 2 4 - 5 2 6 6 1 2 A )
【 公 表 日 】 令 和 6 年 7 月 1 9 日 ( 2 0 2 4 . 7 . 1 9 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 4 - 1 3 4
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 8 0 5 0 0 ( P 2 0 2 3 - 5 8 0 5 0 0 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 2 3 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 3 2 ( 2 0 1 5 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 1 9 / 0 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 4 3 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 9 / 0 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 1 8 5 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 2 1 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 2 3 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 4 8 1 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 8 9 8 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 8 9 9 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 9 / 2 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 9 / 1 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 2 3 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 3 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 1 9 / 0 8 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 4 3 / 0 0 １ ２ １  　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 9 / 0 8 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 1 8 5 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 2 1 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 2 3 4 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 4 8 1 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 8 9 8 8 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 6 / 8 9 9 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 9 / 2 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 9 / 1 4 　 　 　 　 　 　 　
　
【 誤 訳 訂 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 3 月 1 8 日 ( 2 0 2 5 . 3 . 1 8 )
【 誤 訳 訂 正 １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ト ウ キ ２ ０ 重 量 部 、 セ ッ コ ク １ ６ 重 量 部 、 ゾ ク ダ ン １ ２ 重 量 部 、 鹿 角 １ ０ 重 量 部 、 セ ン  
キ ュ ウ ８ 重 量 部 、 キ バ ナ オ ウ ギ ８ 重 量 部 、 及 び イ ノ コ ズ チ ４ 重 量 部 で 組 成 さ れ る こ と を 特  
徴 と す る 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組 成 物 。
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【 請 求 項 ２ 】
　 ト ウ キ ２ ０ 重 量 部 、 セ ッ コ ク １ ６ 重 量 部 、 ゾ ク ダ ン １ ２ 重 量 部 、 鹿 角 １ ０ 重 量 部 、 セ ン  
キ ュ ウ ８ 重 量 部 、 キ バ ナ オ ウ ギ ８ 重 量 部 、 イ ノ コ ズ チ ４ 重 量 部 、 及 び シ ン キ ク ２ 重 量 部 で  
組 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状  
の 生 薬 材 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ト ウ キ １ ０ 重 量 部 、 セ ッ コ ク ８ 重 量 部 、 ゾ ク ダ ン ６ 重 量 部 、 鹿 角 ５ 重 量 部 、 セ ン キ ュ ウ
４ 重 量 部 、 キ バ ナ オ ウ ギ ４ 重 量 部 、 イ ノ コ ズ チ ２ 重 量 部 、 及 び シ ン キ ク ４ 重 量 部 で 組 成 さ  
れ る こ と を 特 徴 と す る 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬  
材 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ト ウ キ ２ ０ 重 量 部 、 セ ッ コ ク １ ６ 重 量 部 、 ゾ ク ダ ン １ ２ 重 量 部 、 鹿 角 １ ０ 重 量 部 、 セ ン  
キ ュ ウ ８ 重 量 部 、 キ バ ナ オ ウ ギ ８ 重 量 部 、 イ ノ コ ズ チ ４ 重 量 部 、 及 び シ ン キ ク ４ 重 量 部 で  
組 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状  
の 生 薬 材 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の う ち か ら 選 択 さ れ る い ず れ か 一 項 に 記 載 の 生 薬 材 組 成 物 を 有 効  
成 分 と し て 含 有 し 、 散 剤 、 丸 剤 、 液 剤 の う ち い ず れ か 一 つ の 形 態 に 製 造 さ れ る こ と を 特 徴  
と す る 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 製 剤 。
【 誤 訳 訂 正 ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組 成 物 及  
び そ れ を 利 用 し た 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 製 剤 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 骨 折 回 復  
及 び 骨 の 再 生 速 度 を 向 上 さ せ 得 る 薬 材 と 消 化 吸 収 力 を 上 げ ら れ る 薬 材 を 混 合 す る こ と で 、  
骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 効 果 を 促 進 し 得 る 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま  
た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組 成 物 及 び そ れ を 利 用 し た 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 製 剤 に 関  
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 骨 折 と は 身 体 の 一 部 の う ち 骨 が 破 壊 さ れ る 現 象 で あ る 。 こ の よ う な 骨 折 は 様 々 な 物 理 学  
的 及 び 生 物 学 的 要 因 に よ っ て 影 響 を 受 け 、 骨 折 の 周 囲 に 新 た な 組 織 が 生 成 さ れ て 分 離 さ れ  
た ２ つ の 骨 が 結 合 さ れ た ら 治 癒 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 現 在 、 骨 折 の 治 癒 を 促 進 す る 多 様 な 方 法 が 提 示 さ れ て き た が 、 一 例 と し て は 静 脈 の 流 れ  
を 遅 く す る 方 法 、 交 感 神 経 を 刺 激 す る 方 法 、 電 気 刺 激 を 与 え る 方 法 、 ホ ル モ ン を 投 与 す る  
方 法 、 ま た は 特 定 化 合 物 、 例 え ば 、 ビ タ ミ ン Ｄ 、 ビ タ ミ ン Ｄ 誘 導 体 、 キ ン シ ド ニ ン 、 Ｂ Ｍ  
Ｐ な ど を 与 え る 方 法 な ど が 挙 げ ら れ る 。
　 し か し 、 現 在 ま で 満 足 で き る 骨 折 の 治 癒 方 法 や 骨 折 治 療 剤 の 開 発 は 行 わ れ て い な い の が
実 情 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 一 般 に 物 理 的 な 外 力 に よ っ て 骨 折 さ れ た 骨 の 治 療 方 法 は 、 外 科 的 な 手 術 を し た 後  
、 副 木 や 石 膏 包 帯 な ど で 固 定 し て 自 然 治 癒 さ せ る こ と で あ る が 、 こ の よ う な 治 療 方 法 の 場  
合 は 骨 折 の 回 復 期 間 が 長 く な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 そ こ で 、 前 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 本 出 願 人 は 特 許 文 献 １ に ト ウ キ １ ８ 乃  
至 ２ ３ 重 量 ％ 、 セ ン キ ュ ウ １ ８ 乃 至 ２ ３ 重 量 ％ 、 キ バ ナ オ ウ ギ ７ ． ５ 乃 至 ９ ． ５ 重 量 ％ 、  
ニ ン ジ ン ７ ． ５ 乃 至 ９ ． ５ 重 量 ％ 、 ク コ ７ ． ５ 乃 至 ９ ． ５ 重 量 ％ 、 ヤ マ ツ ル ニ ン ジ ン ７ ．  
５ 乃 至 ９ ． ５ 重 量 ％ 、 ネ ナ シ カ ズ ラ の 種 子 ３ ． ５ 乃 至 ４ ． ５ 重 量 ％ 、 ゾ ク ダ ン ３ ． ５ 乃 至  
４ ． ５ 重 量 ％ 、 セ ッ コ ク ３ ． ５ 乃 至 ４ ． ５ 重 量 ％ 、 ホ コ ツ シ ３ ． ５ 乃 至 ４ ． ５ 重 量 ％ 、 合  
歡 皮 ３ ． ５ 乃 至 ４ ． ５ 重 量 ％ 、 及 び 鹿 茸 ３ ． ５ 乃 至 ４ ． ５ 重 量 ％ を 含 む 骨 折 回 復 を 促 進 す  
る 生 薬 材 組 成 物 を 公 開 し て い る 。
　 し か し 、 前 記 生 薬 材 組 成 物 は 骨 折 回 復 を 促 進 す る 効 果 は あ る が 、 骨 折 治 癒 に 効 果 が あ る  
と 知 ら れ て い る 薬 材 の み か ら な っ て お り 、 消 化 不 良 、 消 化 障 害 な ど が 発 生 す る と い う の 問  
題 が あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 韓 国 国 内 登 録 特 許 公 報   第 １ ０ － ０ ７ ３ １ １ ６ ０ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 前 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 骨 折 と 骨 の 再 生 に 効 果 が あ る と 知 ら れ  
て い る 特 定 薬 材 と 消 化 力 を 上 げ ら れ る 薬 材 を 混 合 す る こ と で 消 化 吸 収 力 が 向 上 さ れ 、 服 用  
の 際 に 薬 材 成 分 が 体 中 に 素 早 く 吸 収 さ れ な が ら 骨 折 部 位 の 回 復 を 促 進 し 得 る 骨 折 回 復 及 び  
骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組 成 物 及 び そ れ を 利 用 し た 散 剤 、  
丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 製 剤 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組 成 物 は  
、 ト ウ キ ２ ０ 重 量 部 、 セ ッ コ ク １ ６ 重 量 部 、 ゾ ク ダ ン １ ２ 重 量 部 、 鹿 角 １ ０ 重 量 部 、 セ ン  
キ ュ ウ ８ 重 量 部 、 キ バ ナ オ ウ ギ ８ 重 量 部 、 及 び イ ノ コ ズ チ ４ 重 量 部 で 組 成 さ れ る こ と を 特  
徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組 成 物 は  
、 ト ウ キ ２ ０ 重 量 部 、 セ ッ コ ク １ ６ 重 量 部 、 ゾ ク ダ ン １ ２ 重 量 部 、 鹿 角 １ ０ 重 量 部 、 セ ン  
キ ュ ウ ８ 重 量 部 、 キ バ ナ オ ウ ギ ８ 重 量 部 、 イ ノ コ ズ チ ４ 重 量 部 、 及 び シ ン キ ク ２ 重 量 部 で  
組 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組  
成 物 は 、 ト ウ キ １ ０ 重 量 部 、 セ ッ コ ク ８ 重 量 部 、 ゾ ク ダ ン ６ 重 量 部 、 鹿 角 ５ 重 量 部 、 セ ン  
キ ュ ウ ４ 重 量 部 、 キ バ ナ オ ウ ギ ４ 重 量 部 、 イ ノ コ ズ チ ２ 重 要 部 、 及 び シ ン キ ク ４ 重 量 部 で  
組 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組  
成 物 は 、 ト ウ キ ２ ０ 重 量 部 、 セ ッ コ ク １ ６ 重 量 部 、 ゾ ク ダ ン １ ２ 重 量 部 、 鹿 角 １ ０ 重 量 部  
、 セ ン キ ュ ウ ８ 重 量 部 、 キ バ ナ オ ウ ギ ８ 重 要 部 、 イ ノ コ ズ チ ４ 重 量 部 、 及 び シ ン キ ク ４ 重  
量 部 で 組 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 骨 折 と 骨 の 再 生 に 効 果 が あ る ト ウ キ 、 セ ッ コ ク 、 ゾ ク ダ ン 、 鹿 角 、 セ ン キ ュ ウ
、 キ バ ナ オ ウ ギ 、 イ ノ コ ズ チ に 消 化 力 を 上 げ ら れ る シ ン キ ク が 混 合 さ れ て 消 化 吸 収 力 が 上  
が る こ と で 、 骨 折 治 療 が 必 要 な 患 者 が 服 用 す る 際 、 薬 材 成 分 が 体 中 に 素 早 く 吸 収 さ れ な が  
ら 骨 折 部 位 の 回 復 を 促 進 し て 骨 折 回 復 期 間 を 大 き く 短 縮 す る こ と が で き 、 散 剤 、 丸 剤 、 ま  
た は 液 剤 状 に 製 造 さ れ て 使 用 者 が 容 易 に 服 用 し 得 る よ う に 便 宜 性 を 有 す る 効 果 が あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 接 骨 湯 を 投 与 し て い な い 対 照 群 （ Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ ） と 接 骨 湯 投 与 群 （ 比  
較 例 １ 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ４ ） の 手 術 後 の 骨 の 間 隔 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ 】 骨 折 手 術 後 に 本 接 骨 湯 を 投 与 し て 骨 の 再 生 速 度 を 計 算 す る た め の エ ッ ク ス 線 撮 影  
の 例 示 写 真 で あ る 。
【 図 ３ 】 骨 折 手 術 後 の Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 接 骨 湯 投 与 前 後 の エ ッ ク ス 線 写  
真 で あ る 。
【 図 ４ 】 骨 折 手 術 後 の Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 接 骨 湯 投 与 前 後 の エ ッ ク ス 線 写  
真 で あ る 。
【 図 ５ 】 骨 折 手 術 後 の Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 接 骨 湯 投 与 前 後 の エ ッ ク ス 線 写  
真 で あ る 。
【 図 ６ 】 骨 折 手 術 後 の Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 接 骨 湯 投 与 前 後 の エ ッ ク ス 線 写  
真 で あ る 。
【 図 ７ 】 骨 折 手 術 後 の Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 接 骨 湯 投 与 前 後 の エ ッ ク ス 線 写  
真 で あ る 。
【 図 ８ 】 骨 折 手 術 後 の Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 接 骨 湯 投 与 前 後 の エ ッ ク ス 線 写  
真 で あ る 。
【 図 ９ 】 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 骨 折 周 囲 の 代 表 的 な 組 織 学 的 写 真 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 骨 折 周 囲 の 代 表 的 な 組 織 学 的 写 真 で あ る 。
【 図 １ １ 】 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 骨 折 周 囲 の 代 表 的 な 組 織 学 的 写 真 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 骨 折 周 囲 の 代 表 的 な 組 織 学 的 写 真 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 骨 折 周 囲 の 代 表 的 な 組 織 学 的 写 真 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 骨 折 周 囲 の 代 表 的 な 組 織 学 的 写 真 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 と 接 骨 湯 投 与 群 の 骨 折 線 に 形 成 さ れ た 仮 骨 の 長 さ を 示 す グ ラ  
フ で あ る 。
【 図 １ ６ 】 実 施 例 ４ に よ る 接 骨 湯 Ｅ と 比 較 例 １ に よ る 接 骨 湯 Ａ の 効 果 を 比 較 す る グ ラ フ で  
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組 成 物 は  
、 ト ウ キ ２ ０ 重 量 部 、 セ ッ コ ク １ ６ 重 量 部 、 ゾ ク ダ ン １ ２ 重 量 部 、 鹿 角 １ ０ 重 量 部 、 セ ン  
キ ュ ウ ８ 重 量 部 、 キ バ ナ オ ウ ギ ８ 重 量 部 、 及 び イ ノ コ ズ チ ４ 重 量 部 で 組 成 さ れ る こ と を 特  
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組 成 物 は  
、 ト ウ キ ２ ０ 重 量 部 、 セ ッ コ ク １ ６ 重 量 部 、 ゾ ク ダ ン １ ２ 重 量 部 、 鹿 角 １ ０ 重 量 部 、 セ ン  
キ ュ ウ ８ 重 量 部 、 キ バ ナ オ ウ ギ ８ 重 量 部 、 イ ノ コ ズ チ ４ 重 量 部 、 及 び シ ン キ ク ２ 重 量 部 で  
組 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組  
成 物 は 、 ト ウ キ １ ０ 重 量 部 、 セ ッ コ ク ８ 重 量 部 、 ゾ ク ダ ン ６ 重 量 部 、 鹿 角 ５ 重 量 部 、 セ ン  
キ ュ ウ ４ 重 量 部 、 キ バ ナ オ ウ ギ ４ 重 量 部 、 イ ノ コ ズ チ ２ 重 要 部 、 及 び シ ン キ ク ４ 重 量 部 で  
組 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組  
成 物 は 、 ト ウ キ ２ ０ 重 量 部 、 セ ッ コ ク １ ６ 重 量 部 、 ゾ ク ダ ン １ ２ 重 量 部 、 鹿 角 １ ０ 重 量 部  
、 セ ン キ ュ ウ ８ 重 量 部 、 キ バ ナ オ ウ ギ ８ 重 要 部 、 イ ノ コ ズ チ ４ 重 量 部 、 及 び シ ン キ ク ４ 重  
量 部 で 組 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 ま た 、 本 発 明 の 骨 折 回 復 及 び 骨 の 再 生 速 度 向 上 用 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 状 の 生 薬 材 組  
成 物 を 有 効 成 分 と 含 有 し 、 散 剤 、 丸 剤 、 ま た は 液 剤 の う ち い ず れ か 一 つ の 形 態 に 製 造 さ れ  
る 生 薬 製 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る と 次 の よ う で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 骨 折 の 回 復 と 骨 の 再 生 速 度 を 向 上 さ せ ら れ る 前 記 ト ウ キ は 、 補 血 、 活 血 止 痛 、  
潤 腸 の 効 能 を 有 し 、 心 肝 血 虚 、 月 経 不 調 、 生 理 痛 、 閉 経 、 産 後 腹 痛 、 打 撲 損 傷 、 癰 疽 瘡 瘍  
、 便 秘 な ど の 症 状 に 使 用 さ れ る 。 ト ウ キ の 骨 細 胞 増 殖 能 力 は す で に 報 告 さ れ て い る （ Ｃ ｌ  
ｉ ｎ ｉ ｃ ａ   Ｃ ｈ ｉ ｍ ｉ ｃ ａ   Ａ ｃ ｔ ａ   ３ ２ ４ （ ２ ０ ０ ２ ）   ８ ９ － ９ ７ ，   Ｅ ｆ ｆ ｅ  
ｃ ｔ   ｏ ｆ   Ａ ｎ ｇ ｅ ｌ ｉ ｃ ａ   ｓ ｉ ｎ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ   ｏ ｎ   ｔ ｈ ｅ   ｐ ｒ ｏ ｌ ｉ ｆ ｅ ｒ ａ  
ｔ ｉ ｏ ｎ   ｏ ｆ   ｈ ｕ ｍ ａ ｎ   ｂ ｏ ｎ ｅ   ｃ ｅ ｌ ｌ ｓ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な 効 能 を 有 す る ト ウ キ は 、 秋 に 根 を 採 取 し て 得 ら れ た 乾 燥 さ れ た も の を 使 用 す  
る が 、 そ の 含 量 は 全 体 の 生 薬 材 組 成 物 の う ち １ ５ 乃 至 ３ ０ 重 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。  
も し 全 体 の 生 薬 材 組 成 物 の う ち ト ウ キ の 含 量 が 過 度 に 多 け れ ば む く み と 下 痢 の 問 題 が 発 生  
す る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 セ ッ コ ク は ラ ン 科 の 常 緑 多 年 草 で あ っ て 、 高 さ ２ ０ ｃ ｍ 程 度 で 、 岩 の 表 面 や 古 木 に  
く っ つ い て 生 き る も の で あ り 、 根 茎 か ら 太 い 根 が 多 く 生 え 、 多 数 個 の 茎 が 出 て ま っ す ぐ に  
育 ち 、 古 い も の は 茎 に 葉 が な く 、 節 だ け が あ る 。 葉 は ２ ～ ３ 年 生 で 食 い 違 っ て 生 え 、 長 さ  
４ ～ ７ ｃ ｍ 、 幅 １ ｃ ｍ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 セ ッ コ ク は 養 胃 生 津 、 滋 陰 除 熱 、 明 目 強 腰 の 効 能 が あ り 、 熱 病 に よ る 口 渇 、 胃 陰 虚 、 陰  
虚 発 熱 、 腰 膝 軟 弱 な ど の 症 状 を 治 療 し 、 足 の 少 陰 腎 経 に 帰 経 す る た め 、 腎 臓 を 補 し 骨 を 丈  
夫 に す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 セ ッ コ ク は そ の 含 量 が 過 度 に な る と 発 熱 の 問 題 が 生 じ る 恐 れ が あ り 、 全 体 の 生 薬 材  
組 成 物 の う ち １ ５ 乃 至 ２ ０ 重 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 ゾ ク ダ ン は マ ツ ム シ ソ ウ 科 に 属 す る 多 年 草 で あ る ト ウ ナ ベ ナ （ Ｄ ｉ ｐ ｓ ａ ｃ ｕ ｓ   
ａ ｓ ｐ ｅ ｒ ｏ ｉ ｄ ｅ ｓ   Ｃ ． Ｙ ． Ｃ ｈ ｅ ｎ ｇ   ｅ ｔ   Ｔ ． Ｍ ． Ａ ｉ ） の 根 の こ と を い う が  
、 ゾ ク ダ ン は 古 く か ら 人 々 に 使 用 さ れ て き た 食 品 及 び 漢 方 薬 の 一 種 で あ っ て 、 最 近 で は 成  
長 ホ ル モ ン の 分 泌 と 成 長 促 進 に 関 す る ゾ ク ダ ン 成 分 の 有 用 性 が 明 ら か に な っ て そ の 需 要 が  
次 第 に 拡 大 さ れ て お り 、 併 せ て そ の 安 全 性 と 効 能 に 関 す る 研 究 が 活 発 に 行 わ れ て い る 傾 向  
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ゾ ク ダ ン は 補 肝 腎 、 安 胎 止 漏 、 続 筋 骨 の 効 果 が あ り 、 肝 腎 虚 腰 脚 痛 、 胎 漏 、 筋 傷 骨 折 な ど  
の 症 状 を 治 療 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 現 在 知 ら れ て い る ゾ ク ダ ン の 薬 理 作 用 と し て は 抗 糖 尿 効 果 、 筋 肉 関 節 疼 痛 の 緩 和 作 用 、  
抗 補 体 効 果 、 体 力 低 下 に よ る 咳 嗽 喘 息 と 下 痢 の 治 療 作 用 な ど が 報 告 さ れ て お り 、 多 方 面 か  
ら ゾ ク ダ ン 抽 出 物 の 新 し い 効 能 に 関 す る 持 続 的 な 研 究 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 で は ト ウ ナ ベ ナ （ Ｄ ｉ ｐ ｓ ａ ｃ ｕ ｓ   ａ ｓ ｐ ｅ ｒ ｏ ｉ ｄ ｅ ｓ   Ｃ ． Ｙ ． Ｃ ｈ ｅ ｎ  
ｇ   ｅ ｔ   Ｔ ． Ｍ ． Ａ ｉ ） の 根 を 収 穫 し 乾 燥 し て 根 元 と ひ げ 根 を 除 去 し て 得 ら れ た も の を  
使 用 す る が 、 そ の 含 量 は 全 体 の 生 薬 材 組 成 物 の う ち １ ０ 乃 至 １ ５ 重 量 ％ で あ る こ と が 好 ま  
し い 。 も し そ の 含 量 が 過 度 で あ れ ば 発 熱 す る 問 題 が 生 じ る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 鹿 角 は シ カ 科 （ Ｃ ｅ ｒ ｖ ｉ ｄ ａ ｅ ） に 属 す る ニ ホ ン ジ カ （ Ｃ ｅ ｒ ｖ ｕ ｓ   ｎ ｉ ｐ ｐ  
ｏ ｎ   Ｔ ｅ ｍ ｍ ｉ ｎ ｃ ｋ ） 、 ア カ シ カ （ Ｃ ｅ ｒ ｖ ｕ ｓ   ｅ ｌ ａ ｐ ｈ ｕ ｓ   Ｌ ｉ ｎ ｎ ｅ ） 、  
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ま た は ワ ピ チ （ Ｃ ｅ ｒ ｖ ｕ ｓ   ｃ ａ ｎ ａ ｄ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ   Ｅ ｒ ｘ ｌ ｅ ｂ ｅ ｎ ） の 骨 質 化 さ れ  
た 角 を 切 っ て 乾 燥 し た も の で あ る 。 鹿 角 の 効 能 は 腎 臓 の 元 気 を 補 し 、 陽 気 を 引 き 立 て 、 タ  
ン パ ク 質 と 核 酸 の 合 成 を 促 進 し て 骨 の 成 長 を 促 進 し 、 発 育 促 進 、 造 血 、 強 心 作 用 を す る 薬  
理 を 有 し 、 免 疫 機 能 と 肝 障 害 に 対 す る 影 響 、 骨 粗 鬆 症 に 効 果 が あ る と 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 鹿 角 は そ の 含 量 が 過 度 で あ れ ば 下 痢 を 引 き 起 こ す と い う 問 題 が あ り 、 全 体 の 生 薬 材  
組 成 物 の う ち １ ０ 乃 至 １ ５ 重 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
前 記 セ ン キ ュ ウ は 双 子 葉 植 物 離 弁 花 群 散 形 花 目 セ リ 科 の 多 年 草 で あ っ て 、 中 国 が 原 産 の 植  
物 で あ る 。 活 血 行 気 、 去 風 止 痛 の 効 能 が あ り 、 月 経 不 調 、 経 閉 生 理 痛 、 難 産 産 後 腹 痛 、 四  
肢 麻 木 、 打 撲 損 傷 、 頭 痛 な ど の 症 状 を 治 療 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う な 効 能 を 有 す る セ ン キ ュ ウ は 、 ９ 月 ～ １ １ 月 に 採 取 し て 根 の 小 さ い 枝 を 除 去 し  
て か ら 乾 燥 状 態 の も の を 使 用 す る が 、 そ の 含 量 は 全 体 の 生 薬 材 組 成 物 の う ち ５ 乃 至 １ ０ 重  
量 ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。 も し 全 体 の 接 骨 湯 組 成 物 の う ち セ ン キ ュ ウ の 含 量 が 過 度 に 多  
け れ ば 発 熱 問 題 が 発 生 す る 恐 れ が あ る 。 セ ン キ ュ ウ は 骨 折 に 直 接 な 効 果 は 発 揮 し な い が 、  
活 血 行 気 す る 作 用 で 炎 症 を 治 療 す る 効 果 を 奏 で て 、 骨 折 回 復 を 更 に 促 進 す る と 判 断 さ れ る  
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 キ バ ナ オ ウ ギ は 皮 膚 の 機 能 を 保 護 し 、 汗 を 防 ぎ 、 傷 口 を 直 し 、 免 疫 機 能 に 役 に 立 つ  
薬 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 キ バ ナ オ ウ ギ は 補 気 升 陽 、 益 気 固 表 、 托 瘡 生 肌 、 利 水 退 腫 の 効 能 が あ り 、 脾 気 虚 弱 、 気  
不 摂 血 、 中 気 下 陥 、 脾 肺 気 虚 、 気 血 双 虧 、 体 虚 多 汗 、 癰 疽 、 気 虚 水 腫 な ど の 症 状 を 治 療 す  
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 汗 の 量 を 調 節 し 、 利 尿 作 用 を し て 糖 尿 病 の 治 療 剤 と し て 使 用 さ れ る な ど 、 肥 満 の 人 に 良  
い 薬 材 で あ る 。 全 身 か ら 汗 が 出 て め ま い が し て 脱 力 す る こ と は 気 力 が な く 衰 弱 し て い る と  
い う 証 拠 で あ る が 、 こ の よ う な 症 状 以 外 に は 倦 怠 、 無 気 力 症 候 群 に も 効 果 が あ る 。 キ バ ナ  
オ ウ ギ は 汗 が 出 な い よ う に し 、 皮 膚 を 丈 夫 に し 、 膿 を 出 し 、 む く み を 鎮 め 、 傷 口 を 直 す 効  
果 が よ い 。 ま た 、 慢 性 疲 労 を 取 り 、 不 眠 症 、 虚 弱 体 質 の 改 善 に 効 果 的 で あ る 。 ア ル カ ロ イ  
ド 、 ア ミ ノ 酸 、 ア ス パ ラ ギ ン 酸 な ど が 入 っ て い る 。 味 は 甘 く て 性 質 は 若 干 温 か い 。 脾 経 、  
肺 経 、 三 焦 経 、 腎 経 に 作 用 す る 。 キ バ ナ オ ウ ギ は 気 を 補 し 、 強 壮 作 用 と 強 心 作 用 を す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 皮 膚 血 管 の 拡 張 す る た め 血 液 循 環 に 役 に 立 ち 、 毛 細 血 管 の 抵 抗 力 を 上 げ る 。 キ バ ナ オ ウ  
ギ は 秋 ま た は 春 に ２ 年 ～ ５ 年 生 の 根 を 採 取 し 皮 を む い て 乾 燥 し て 使 用 す る が 、 本 発 明 で は  
こ の よ う な 効 能 が 知 ら れ て い る キ バ ナ オ ウ ギ を 添 加 す る こ と で 、 骨 折 回 復 に お い て 気 を 補  
す る 効 果 に よ っ て 人 体 が よ り 早 く 骨 折 を 回 復 し 得 る よ う に 効 果 を 与 え る た め の も の で あ る  
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 キ バ ナ オ ウ ギ は 春 と 秋 に 採 取 し て 根 を 乾 燥 し 、 ひ げ 根 と 根 元 部 分 を 除 去 し た 状 態 の  
も の を 使 用 す る が 、 そ の 含 量 が 過 度 に 多 け れ ば 消 化 不 良 や 発 熱 の 問 題 が あ っ て 、 全 体 の 生  
薬 材 組 成 物 の う ち ５ 乃 至 １ ０ 重 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 イ ノ コ ズ チ は 植 物 の 茎 に あ る 節 の 形 状 が 牛 の 膝 に 似 て い る と し て 牛 膝 と も 称 さ れ る  
。 イ ノ コ ズ チ は 牛 膝 の 根 に 当 た る 薬 材 で あ っ て 、 有 効 成 分 と し て は サ ポ ニ ン と 多 量 の カ ル  
シ ウ ム を 含 有 し て お り 、 形 が 膝 に 似 て い る よ う に 膝 の 疾 患 （ 関 節 炎 、 関 節 リ ュ ウ マ チ 、 打  
撲 に よ る 炎 症 ） を 治 療 す る の に 著 し い 効 果 が 認 め ら れ て お り 、 ま た 、 腰 と 脚 が 重 く て 痛 み  
を 感 じ 、 時 に は 筋 肉 痙 攣 が あ る 際 に 多 く 活 用 さ れ て い る 。 ま た 、 高 血 圧 に 頭 痛 、 め ま い 、  
目 眩 み な ど の 症 状 が あ る 際 に 血 圧 を 下 げ な が ら 脳 血 管 の 痙 攣 を 弛 緩 し た り 、 民 間 で は 若 葉  
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を 惣 菜 と し て 食 べ 、 根 は 神 経 痛 に 使 用 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 記 イ ノ コ ズ チ は そ の 含 量 が 過 度 に 多 け れ ば 下 痢 を 引 き 起 こ す 恐 れ が あ り 、 全 体 の 生 薬  
材 組 成 物 の う ち ２ 乃 至 ５ 重 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 シ ン キ ク （ Ｍ ａ ｓ ｓ ａ   Ｍ ｅ ｄ ｉ ｃ ａ ｔ ａ   Ｆ ｅ ｒ ｍ ｅ ｎ ｔ ａ ｔ ａ ） は 神 麹 、 六 神  
麹 、 薬 麹 と も い い 、 漢 方 医 学 で は 小 麦 粉 、 襖 、 ソ ウ ジ の 汁 、 野 蓼 の 汁 、 菁 蒿 の 汁 、 杏 仁 泥  
、 赤 小 豆 な ど を 混 ぜ て 麹 の よ う に し 、 発 酵 し て 作 っ た 薬 材 を 意 味 す る 。 前 記 シ ン キ ク は 主  
に 脾 臓 と 胃 腸 に 作 用 し て 消 火 器 の 機 能 を 丈 夫 に し 消 化 を 助 け る 作 用 と 共 に 胃 腸 を 楽 に す る  
作 用 を 有 し 、 食 も た れ の 際 、 胸 が 苦 し い か 嘔 吐 と 下 痢 を す る 際 、 産 後 の お 血 に よ る 腹 痛 な  
ど に 効 果 を 奏 で る と 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 シ ン キ ク は 前 記 の よ う な 効 能 に よ っ て 接 骨 湯 の 消 化 力 を 増 進 す る 役 割 を す る こ と で  
、 接 骨 湯 を 服 用 す る 際 に 吸 収 力 が 向 上 さ れ て 生 薬 材 の 効 果 が 素 早 く 得 ら れ る よ う に す る が  
、 シ ン キ ク は そ の 含 量 が 微 々 た る も の で あ れ ば シ ン キ ク の 効 能 を 得 る こ と が 難 し く 、 含 量  
が 過 度 で あ れ ば 眠 気 症 状 を 誘 発 す る 恐 れ が あ る た め 、 全 体 の 生 薬 材 組 成 物 の う ち ２ 乃 至 ５  
重 量 ％ 程 度 が 好 ま し い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 比 較 例 １ （ 接 骨 湯 Ａ ： 従 来 の 本 出 願 人 の 特 許 文 献 １ ）
ト ウ キ ２ ０ ｇ 、 セ ン キ ュ ウ ８ ｇ 、 ニ ン ジ ン ８ ｇ 、 ク コ ８ ｇ 、 ヤ マ ツ ル ニ ン ジ ン ８ ｇ 、 ゾ ク  
ダ ン ４ ｇ 、 セ ッ コ ク ４ ｇ 、 ホ コ ツ シ ４ ｇ 、 ネ ナ シ カ ズ ラ の 種 子 ４ ｇ 、 合 歡 皮 ４ ｇ 、 鹿 茸 １  
ｇ を １ 貼 に し 、 １ ０ 貼 分 量 を 水 ６ ０ ０ ０ m l に 入 れ て 薬 湯 器 で ９ ５ ～ １ ０ ０ ℃ で ２ ～ ４ 時  
間 煎 じ た 後 、 薬 材 を こ し て 最 終 １ ８ ０ ０ m l の 接 骨 湯 を 得 た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 実 施 例 １ （ 接 骨 湯 Ｂ ： Ｂ ａ ｓ ｅ ）
ト ウ キ ２ ０ ｇ 、 セ ッ コ ク １ ６ ｇ 、 ゾ ク ダ ン １ ２ ｇ 、 鹿 角 ８ ｇ 、 セ ン キ ュ ウ ８ ｇ 、 キ バ ナ オ  
ウ ギ ８ ｇ 、 イ ノ コ ズ チ ４ ｇ を １ 貼 に し 、 １ ０ 貼 分 量 を 水 ６ ０ ０ ０ m l に 入 れ て 薬 湯 器 で ９  
５ ～ １ ０ ０ ℃ で ２ ～ ４ 時 間 煎 じ て 、 薬 材 を こ し て 最 終 １ ２ ０ ０ m l の 接 骨 湯 を 得 た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 実 施 例 ２ （ 接 骨 湯 Ｃ ： 接 骨 湯 Ｂ ＋ シ ン キ ク ２ ｇ ）
前 記 実 施 例 ２ に シ ン キ ク ２ ｇ を 加 え て 同 じ 方 法 で 最 終 １ ２ ０ ０ m l の 接 骨 湯 を 得 た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 実 施 例 ３ （ 接 骨 湯 Ｄ ： １ ／ ２ 接 骨 湯 Ｂ ＋ シ ン キ ク ４ ｇ ）
ト ウ キ １ ０ ｇ 、 セ ッ コ ク ８ ｇ 、 ゾ ク ダ ン ６ ｇ 、 鹿 角 ５ ｇ 、 セ ン キ ュ ウ ４ ｇ 、 キ バ ナ オ ウ ギ  
４ ｇ 、 イ ノ コ ズ チ ２ ｇ 、 シ ン キ ク ４ ｇ を １ 貼 に し 、 １ ０ 貼 分 量 を 水 ６ ０ ０ ０ m l に 入 れ て  
薬 湯 器 で ９ ５ ～ １ ０ ０ ℃ で ２ ～ ４ 時 間 煎 じ て 、 薬 材 を こ し て 最 終 １ ２ ０ ０ m l の 接 骨 湯 を  
得 た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
実 施 例 ４ （ 接 骨 湯 Ｅ ： 接 骨 湯 Ｂ ＋ シ ン キ ク ４ ｇ ）
ト ウ キ ２ ０ ｇ 、 セ ッ コ ク １ ６ ｇ 、 ゾ ク ダ ン １ ２ ｇ 、 鹿 角 １ ０ ｇ 、 セ ン キ ュ ウ ８ ｇ 、 キ バ ナ  
オ ウ ギ ８ ｇ 、 イ ノ コ ズ チ ４ ｇ 、 シ ン キ ク ４ ｇ を １ 貼 に し 、 １ ０ 貼 分 量 を 水 ６ ０ ０ ０ m l に  
入 れ て 薬 湯 器 で ９ ５ ～ １ ０ ０ ℃ で ２ ～ ４ 時 間 煎 じ て 、 薬 材 を こ し て 最 終 １ ２ ０ ０ m l の 接  
骨 湯 を 得 た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 前 記 実 施 例 １ 乃 至 ４ の よ う に 、 本 発 明 の 生 薬 材 組 成 物 は 湯 薬 状 の 接 骨 湯 に 製 造 し て 液 剤  
と し て 服 用 す る よ う に す る こ と が 好 ま し い が 、 こ れ に 限 ら ず 、 散 剤 （ 粉 ） ま た は 丸 剤 と し  
て も 服 用 可 能 に 製 造 し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 前 記 生 薬 材 組 成 物 を 丸 剤 に 製 造 す る た め に は 、 生 薬 材 組 成 物 を 湯 薬 状 に 製 造 し た 後 、 熱  
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水 収 縮 や エ タ ノ ー ル 抽 出 し て か ら 濃 縮 、 乾 燥 過 程 な ど を 経 て 丸 状 に 成 形 し て 丸 剤 に 製 造 し  
、 散 剤 に 製 造 す る た め に は 丸 剤 を 粉 に 粉 末 化 し て 製 造 す る 方 法 に よ っ て 生 薬 材 組 成 物 を 散  
剤 や 丸 剤 状 に 製 造 し 得 る が 、 本 発 明 の 生 薬 材 組 成 物 を 接 骨 湯 、 散 剤 、 丸 剤 状 に 製 造 す る 方  
法 は 本 発 明 の 核 心 技 術 で は な い た め 詳 し い 製 造 方 法 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 実 験 例 １
前 記 比 較 例 １ 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ４ の よ う な 方 法 で 得 ら れ た 接 骨 湯 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ 、 Ｅ に 対  
し て 骨 折 回 復 と 骨 の 再 生 速 度 を 向 上 さ せ る の か 否 か を 把 握 す る た め に 、 以 下 の よ う な 条 件  
で 実 験 を 実 施 し た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
１ ． 実 験 方 法
　 骨 折 し た ７ 週 齢 の 雄 Ｓ Ｄ   Ｒ ａ ｔ を 対 象 に 水 と 各 接 骨 湯 を 投 与 し た 後 、 エ ッ ク ス 線 撮 影  
を 行 っ て 、 試 験 物 質 の 投 与 に よ る 骨 折 再 生 効 能 を 調 べ る こ と に し た 。 試 験 物 質 の 投 与 と 群  
別 の 投 与 回 数 及 び 容 量 は 以 下 の よ う で あ る 。
Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ   Ｃ ｏ ｎ ： Ｖ ｅ ｈ ｉ ｃ ｌ ｅ   ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ （ ｗ ａ ｔ ｅ ｒ ）
Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ   Ａ ： 接 骨 湯 Ａ （ １ ０ ｍ ｌ ／ ｋ ｇ   ｐ ． ｏ ）
Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ   Ｂ ： 接 骨 湯 Ｂ （ １ ０ ｍ ｌ ／ ｋ ｇ   ｐ ． ｏ ）
Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ   Ｃ ： 接 骨 湯 Ｃ （ １ ０ ｍ ｌ ／ ｋ ｇ   ｐ ． ｏ ）
Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ   Ｄ ： 接 骨 湯 Ｄ （ １ ０ ｍ ｌ ／ ｋ ｇ   ｐ ． ｏ ）
Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ   Ｅ ： 接 骨 湯 Ｅ （ １ ０ ｍ ｌ ／ ｋ ｇ   ｐ ． ｏ ）
【 ０ ０ ５ ０ 】
２ ． 測 定
１ ） 骨 の 再 生 速 度 の 測 定
　 各 グ ル ー プ の 実 験 動 物 に 毎 日 水 と 接 骨 湯 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ 、 Ｅ を 経 口 投 与 し 、 骨 の 再 生 速  
度 を 確 認 す る た め に 毎 週 エ ッ ク ス 線 撮 影 を 行 っ て 尺 骨 間 の 間 隔 を 確 認 し た 。
２ ． ） 仮 骨 の 形 成 速 度 の 測 定   ４ 週 間 接 骨 湯 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ 、 Ｅ を 経 口 投 与 し た 後 、 尺 骨  
の 骨 折 線 を 中 心 に 前 後 ２ ｍ ｍ を 摘 出 し て Ｈ ＆ Ｅ 染 色 を 行 っ た 。 オ リ ン パ ス 顕 微 鏡 で 染 色 さ  
れ た 箇 所 を 観 察 し 、 骨 折 線 か ら 再 生 さ れ た 仮 骨 の 長 さ を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
３ ． 実 験 結 果
１ ） 接 骨 湯 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ 、 Ｅ が 骨 の 再 生 に 及 ぼ す 影 響
　 骨 折 を 誘 発 し た 後 、 毎 日 接 骨 湯 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ 、 Ｅ を １ ０ ｍ ｌ ／ ｋ ｇ   ｐ ． ｏ で 投 与 し  
、 エ ッ ク ス 線 撮 影 を 行 っ て 尺 骨 間 の 間 隔 を 確 認 し た 結 果 は 図 １ 及 び 図 ３ 乃 至 図 ８ に 示 し た  
通 り で あ る 。
（ 骨 の 再 生 速 度 の 計 算 法 ： 図 ２ に 示 し た よ う に 、 手 術 直 後 の 尺 骨 間 の 間 隔 （ ２ ． ６ ８ ｍ ｍ  
） － ３ 週 後 の 尺 骨 間 の 間 隔 （ １ ． ０ ６ ｍ ｍ ） ＝ １ ． ６ ２ ｍ ｍ   仮 骨 が 形 成 さ れ て 骨 が 多 く  
再 生 さ れ る ほ ど 数 値 が 高 く な る 。 ）
　 図 １ の よ う に 、 実 験 に お い て 投 与 １ 週 後 ま で は 群 の 間 で 差 は 見 え な か っ た が 、 ２ 種 後 か  
ら 接 骨 湯 Ｅ 群 は ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 に 比 べ 有 意 味 な 差 を 示 し 始 め て お り 、 ３ 種 後 か ら は 接 骨  
湯 Ａ 群 、 Ｂ 群 、 Ｃ 群 、 Ｄ 群 、 Ｅ 群 は い ず れ も ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 に 比 べ 有 意 味 な 差 を 示 し た  
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 日 付 に よ る 実 験 結 果 を 調 べ る と 、 ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 の 骨 再 生 は ３ ・ ４ 週 目 に － １ ５ ％ の  
減 少 を 示 し た が 、 接 骨 湯 Ｅ 群 は ２ 週 目 に ４ ． ７ ％ 、 ３ 週 目 に １ ４ ． ３ ％ 、 ４ 週 目 に ２ ３ ．  
６ ％ の 骨 の 再 生 率 を 示 し た 。 接 骨 湯 Ｃ 群 は ３ 週 目 に １ ３ ． ４ ％ 、 ４ 週 目 に ２ ０ ． ５ ％ 、 接  
骨 湯 Ａ 群 は ３ 週 目 に ９ ． ６ ％ 、 ４ 週 目 に １ ６ ． ３ ％ 、 接 骨 湯 Ｄ 群 は ３ 週 目 に １ ０ ． ３ ％ 、  
４ 週 目 に １ ４ ． ７ ％ 、 接 骨 湯 Ｂ 群 は ３ 週 目 に １ ０ ． ６ ％ 、 ４ 週 目 に １ ２ ． ３ ％ の 骨 の 再 生  
率 の 増 加 を 示 し た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
２ ） 接 骨 湯 処 置 後 の エ ッ ク ス 線 写 真 の 結 果
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　 毎 週 エ ッ ク ス 線 撮 影 を 行 っ た 代 表 写 真 は 図 ３ 乃 至 図 ８ の よ う で あ る が 、 写 真 を 見 る と 接  
骨 湯 を 投 与 し た 群 が ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 よ り 骨 の 再 生 が 加 速 化 さ れ た こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
３ ） 骨 折 周 囲 の 代 表 的 な 組 織 学 的 写 真 の 結 果 及 び 骨 折 線 で 形 成 さ れ た 仮 骨 の 長 さ
骨 折 周 囲 の 代 表 的 な 組 織 学 的 写 真 は 図 ９ 乃 至 図 １ ４ の よ う で あ り 、 骨 折 線 で 形 成 さ れ た 仮  
骨 の 長 さ は 図 １ ５ に 示 し た よ う で あ る が 、 写 真 と グ ラ フ を 見 る と ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 よ り 骨  
折 線 か ら 再 生 さ れ た 骨 （ 仮 骨 ） が よ り 多 く 形 成 さ れ て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
４ ） 接 骨 湯 Ｅ と 比 較 例 １ で あ る 従 来 の 接 骨 湯 Ａ の 効 果 の 比 較
実 験 結 果 、 実 施 例 ４ に よ る 接 骨 湯 Ｅ と 比 較 例 １ に よ る 従 来 の 接 骨 湯 Ａ の 効 果 を 比 べ る と 、  
図 １ ６ に 示 し た グ ラ フ の よ う に 接 骨 湯 Ｅ は 骨 折 発 生 後 ２ 週 か ら 骨 の 回 復 が 始 ま り 、 ４ 週 後  
に は 接 骨 湯 Ａ に 比 べ ５ ７ ％ の 骨 の 回 復 効 果 が 増 加 し た こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
４ ． 結 論
　 本 実 験 は 接 骨 湯 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ 、 Ｅ が 骨 折 の 治 癒 と 骨 の 再 生 に い か な る 影 響 を 及 ぼ す の  
か を 確 認 す る た め の 実 験 で あ っ て 、 骨 折 し た 実 験 動 物 に 各 接 骨 湯 を 経 口 投 与 し た 後 、 エ ッ  
ク ス 線 撮 影 を 行 っ て 、 尺 骨 間 の 間 隔 を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 確 認 結 果 、 骨 折 の 間 隔 は 投 与 １ 週 後 ま で 群 の 間 で 差 が 見 え な か っ た が 、 ２ 週 後 か ら 接 骨  
湯 Ｅ 群 は ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 に 比 べ 有 意 味 な 差 を 示 し て お り 、 ３ 週 後 か ら 接 骨 湯 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ  
、 Ｄ 、 Ｅ は い ず れ も 骨 の 再 生 速 度 が 増 加 し た こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 特 に ４ 週 目 の 骨 の 再 生 は ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 が － １ ５ ％ の 減 少 を 示 し た が 、 接 骨 湯 Ｅ 群 は  
２ ３ ． ６ ％ 、 接 骨 湯 Ｃ 群 は ２ ０ ． ５ ％ 、 接 骨 湯 Ａ 群 は １ ６ ． ３ ％ 、 接 骨 湯 Ｄ 群 は １ ５ ． ７  
％ 、 接 骨 湯 Ｂ 群 は １ ２ ． ３ ％ の 骨 の 再 生 率 の 増 加 を 示 し た 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 エ ッ ク ス 線 写 真 を 観 察 し た 際 、 全 体 的 に 接 骨 湯 Ａ 群 、 Ｂ 群 、 Ｃ 群 、 Ｄ 群 、 Ｅ 群 は い ず れ  
も ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 に 比 べ 骨 の 再 生 が 速 く 行 わ れ た こ と が 分 か っ た 。 ま た 、 組 織 学 的 写 真  
で も 接 骨 湯 Ａ 群 、 Ｂ 群 、 Ｃ 群 、 Ｄ 群 、 Ｅ 群 は い ず れ も ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 群 に 比 べ 、 仮 骨 （ 骨  
の 再 生 ） が よ り 多 く 形 成 さ れ た こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 特 に 接 骨 湯 Ｅ 群 は 接 骨 湯 Ａ 群 に 比 べ て も ２ 週 後 か ら 骨 の 回 復 が 始 ま っ て ４ 週 後 に は 接 骨  
湯 Ａ よ り ５ ７ ％ の 回 復 効 果 が 増 加 し た こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ れ は ト ウ キ 、 セ ッ コ ク 、 ゾ ク ダ ン 、 鹿 角 、 セ ン キ ュ ウ 、 キ バ ナ オ ウ ギ 以 外 に 膝 、 関 節  
炎 の 治 療 に 効 果 が あ る と 知 ら れ て い る イ ノ コ ズ チ と 消 化 力 を 良 く し て 接 骨 湯 の 薬 材 成 分 の  
吸 収 力 を 素 早 く 上 げ る シ ン キ ク が 骨 折 の 回 復 と 骨 の 再 生 速 度 を 大 き く 向 上 さ せ る 役 割 を し  
て い る こ と を 示 す 結 果 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 骨 折 を 誘 発 し て か ら 最 初 の １ 週 間 は 破 骨 細 胞 の 活 動 で 骨 の 間 隔 が よ り 広 が る よ う  
に な る が 、 図 １ の １ ｗ ｅ ｅ ｋ の 数 値 を 見 る と 、 接 骨 湯 を 投 与 し た 実 験 群 は 少 な く 悪 く な る  
と い う 結 果 が 出 た 。 こ れ は 接 骨 湯 が 破 骨 細 胞 の 活 性 を 抑 制 す る た め で あ り 、 そ れ に よ っ て  
接 骨 湯 を 骨 粗 鬆 症 の 治 療 と 予 防 に も 積 極 的 に 活 用 し 得 る と い う 結 果 が 分 か る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 前 記 よ う に 本 明 細 書 と 図 面 で は 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 掲 示 し て お り 、 た と え  
特 定 用 語 が 使 用 さ れ て い る が 、 こ れ は 単 に 本 発 明 の 技 術 内 容 を 容 易 に 説 明 し 発 明 の 理 解 を  
助 け る た め の 一 般 的 な 意 味 で 使 用 さ れ た も の で あ っ て 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 し よ う と す る  
も の で は な い 。 こ こ に 掲 示 さ れ た 実 施 例 以 外 に も 本 発 明 の 技 術 的 思 想 に 基 づ く 他 の 変 形 例  
を 実 施 し 得 る と い う こ と は 、 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 に 自  
明 で あ る 。
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